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学位論文審査結果の要旨
提出論文の評価と平成１３年２月１日に行われた学位申請者の口頭発表および質疑応答の結果をふまえて審
査を行い，同曰開催の審査委員会において以下の通り判定した。
本論文は，昆虫脳への遺伝子導入法を応用し，神経分泌細胞特異的転写をもたらすボンビキシン遺伝子プ
ロモーターの解析を記述したものである。特に，ボンビキシン遺伝子の神経分泌細胞特異的転写エレメント
を塩基配列レベルで明らかにした意義は大きい。本論文による，具体的な研究成果は以下の通りである。
カイコガ幼虫脳への遺伝子導入により，ボンビキシンＦ１遺伝子プロモーターの神経分泌細胞特異的転写エ
レメントの解析に関して，以下のｌ)～３)の成果が得られた。
l）６種類のボンビキシンＦ１遺伝子上流域を有するＣＦＰ(緑色蛍光蛋白質)レポーター遺伝子をカイコガ幼虫
の脳に導入した結果，Ｆ１遺伝子の翻訳開始点上流－１７４～－l46bp領域にボンビキシン細胞特異的転写
（ボンビキシン遺伝子はカイコガ脳の背側中央部の４対の神経分泌細胞で転写されている)のためのエレ
メントが存在することを示した。さらに，翻訳開始点上流－１９０～－１７４ｂｐ領域に発現量を増大させる
activator配列が存在することを示した。
2）ボンビキシン細胞特異的転写エレメント（ＢＯＳＥ;BOmbyxingene-SpecificElement）は、
AAACCTACACACの１２塩基対からなる配列であることを，点突然変異や欠失を有する１２の変異体によ
るレポーター解析で明らかにした。このエレメントと同一または高い相同性を有する配列が，他のボンビ
キシン遺伝子上流域に見出されたが(ボンビキシン遺伝子は少なくとも３２コピーよりなる多重遺伝子族
である)，既知の転写エレメントとの相同性は見出されなかった。
3）発現量を増大させるactivator配列は，TCAACであることを，点突然変異や欠失を有する７つの変異体
による解析で明らかにした。このactivator配列は力(Anopelesgambiae)のtrypsin遺伝子の腸での発現
に不可欠な配列，およびカイコガのchorion遺伝子の発現に不可欠な配列と相同性を有していた。
以上，本論文は神経分泌細胞特異的転写エレメントの配列を初めて明らかにしたものであり，高く評価ざ
れろ。したがって，博士(学術)に値すると判定した。
-232-
